研修出張様式４


研修報告書

	所　　属　南山苑　　　　職　種　社会福祉士    　　氏　名　日沢　理乃

	期　　間　　平成29年10月15日

	出張目的　第26回　青森県長寿研究会

	出 張 先　青森市民ホール

	研修に関する考察（プログラム毎に）　　　　　　　研修要旨（プログラム毎に）


≪考察≫

　青森県長寿研究会へ出席し、他施設の研究を聞くことができた。また、今回は発表する機会もいただき、有意義な経験をすることができた。今年度は同じ社会福祉士の演題が当苑の研究を含め4題あり、とても参考になった。

社会福祉士実習生の希望分野の経年変化と高齢福祉分野への興味関心度を調査した研究では、高齢分野の実習割合がこの2年間で急減しているとの結果がでている。障害分野や児童分野は実習先として、比較的安定している。高齢分野の実習を希望する学生も受け入れる施設も減少しているとのことだった。最近は高齢施設での人材不足が見られている状況であり、魅力的な環境作りを行い、学生に実習先や就職先として選んでもらえるようにしていかなくてはならないと感じた。

　在宅強化型介護老人保健施設への移行に向けて、意識や業務の改革に取り組んでいる研究もあった。退所時期や退所先での生活を意識したケアを行うことや、業務のスリム化、より早く効果的なリハビリが実施できるよう体制整備を行っていた。当苑は在宅強化型の施設ではないが、在宅復帰への意識を高めたり、本人や家族へも退所後の生活を検討していただいたりするために、参考にしていきたい取り組みであった。

　今年度の研究発表で、アクティビティケアに関するものがみられた。幼い頃や若い頃から親しんでいる趣味や特技を取り入れて、ケアやリハビリを行うことで、幸福感や満足感、充実感が向上しているとの結果だった。当苑でも入所相談時に趣味や特技、仕事、退職後に主にしていたこと等を聞き取りしている。入所後のリハビリの参考とする為に聞き取っていたが、日々のケアや余暇活動時にも取り入れることで、利用者の満足感や幸福感が更に増していくことができると考える。そのためには、家族から聞き取った情報を他の職員へ伝え、提案していくことが必要と感じた。

≪発表内容・要旨≫

○社会福祉士実習生の希望分野の経年変化と高齢福祉分野への興味関心度　　　　　　弘前学院大学

[目的･対象]

福士専門職を養成する大学の入学生が減少している。学生が興味を持つ分野や実習先、最終的な実習生の経年変化を詳細に分析する。

[方法]

過去6年間の社会福祉士実習生の実習先を分野ごとに分類し、単純集計結果を比較し動向を調査した。

[結果]

高齢分野は13～15年度は実習先として最も割合が高く推移した。16年度以降は急減し、2年連続最も割合が少なかった。障害分野、高齢分野は年度ごとの増減が少なく比較的安定している。その他（病院・社会福祉協議会）は年度ごとに増減が激しく12年度、16年度は最も多い割合であった。16年度は、高齢分野を配属の第1希望として配属されたのは42名中2名。17年度は、23人名中2名。

[結論]

高齢分野の実習割合がこの2年間で急減している。配属先として高齢分野を希望する学生も少なくなったが、実習配属先が漸減したことも影響している可能性があることが分かった。実習生が選択しやすい環境作りが求められていることが判明した。

≪発表内容・要旨≫

○在宅強化型介護老人保健施設への移行に向けて　　　　　　ユニット型介護老人保健施設　青照苑

[目的]

H24年4月から加算型老健の実績を積んできている。老健施設の理念を再確認し、本年11月から在宅強化型への移行を目指している。移行に伴い、職員や入居者・家族がその変化に適応できるよう意識・業務の改革を目的とする。

[対象・方法]

研究期間に在宅復帰支援を行った入居者とその家族。また、在宅強化型に関わる全職員。

訪問指導や面談・施設見学等に他職種で参加し、支援の内容を見直すとともに、症例検討を実施。また、勉強会やアンケートの実施。

[結果]

職員の意識に変化がみられるようになった。全てにおいて多職種で係わるようになり、退所時期や退所先での生活を意識したケアを行うようになった。また、業務のスリム化に取り組むことができ、早期に効果的なリハビリが提供できるよう体制整備を行った。

[考察]

職員に在宅復帰への意識がみられるようになり、多職種のコミュニケーションが活発となった。意識の変化により、その支援を受ける入居者や家族にも退所後の生活を見据える意識が感じられるようになった。移行に取り組む中で業務量の増加はあったが、今まで見直されていなかった業務改善やスリム化もはじめることができた。

≪発表内容・要旨≫

○認知症中期以降のアクティビティケア　　　医療法人芙蓉会　芙蓉会病院　介護療養型医療施設

○余暇時間で作品作り～「挑戦したい」を日常へ～　　　　　　　介護老人保健施設　ヴィラ弘前

○書道～書道の臨床美術への考察～　　　　　　　　　　　　介護老人保健施設　希望が丘ホーム

上記3題は個別に趣味や特技を取り入れたケアを行い、その結果をまとめている。

「余暇時間で作品作り」では病前まで手芸の講師をしていた入所者が、メタリックヤーンを使用してのティッシュケース作りを行ったことについての研究を行っていた。「書道～書道の臨床美術への考察～」では、書道の経験のある入所者が書道という芸術的な活動を行ったことについての研究を行っていた。「認知症中期以降のアクティビティケア」では個別の価値観、生き方、趣味、嗜好、身体状況に合ったケアを行うことについて研究していた。

それぞれの研究発表から、施設入所前に趣味で行っていたことや、学校で経験のある書道など、個別または集団での活動を行うことで、本人の充実感、満足感、幸福感が得られることがわかった。また、書道をおこなった研究では、心の安定があり（75％）とのアンケート結果も得られている。

≪考察≫

特別講演では、平成30年度医療・介護同時改定について学ぶことができた。100歳以上の人口が6万人を越え、2025年には団塊の世代が全て後期高齢者となり、2040年には団塊ジュニア世代が65歳以上の高齢者となる。急速に高齢化が進む中で、今後の医療や介護のあり方について考えさせられた。その中で医療サービスと介護サービスの連携について強化していく必要があると感じた。例えば入院治療中に、退院後の在宅生活に向けて、介護支援専門員や通所リハビリテーションの職員とカンファレンスの機会を持ち、利用者の生活を医療面、介護面から支えていけるようにすることは大切であると考える。当苑でも件数は少ないが、退院前カンファレンスに出席を依頼されるケースはある。今後はさらに積極的に医療サービスと連携、調整を行っていきたい。

≪要旨≫

「平成30年度　医療・介護同時改定の方向性」

1、 介護保険をとりまく状況

H12年度を100とすると、H29年度には一般歳出に占める社会保障関係費は193.7と2倍近くに上昇している。介護保険料や介護給付の費用は約3倍となっている。今後は地域包括ケアシステムの構築を図る一方で、介護保険制度の持続可能性確保の為、重点化・効率化も必要となっている。

2、 地域包括ケアシステムの構築と推進

介護保険の基本理念には、目的は「尊厳を保持し、その有する能力に応じ自立した日常生活を営むことができるよう」にすること、また国民の努力、義務として「要介護状態となった場合においても、進んでリハビリテーションその他適切な保健医療サービス及び福祉サービスを利用することにより、その有する能力の維持向上に努めるもの」とある。

地域包括ケアシステムの強化の為、介護保険法の一部改正の案としては、高齢者の自立支援と要介護状態の重度化防止、地域共生社会の実現を図ると共に、制度の持続可能性を確保することに配慮し、サービスを必要とする方に必要なサービスが提供されるようにすることがポイントとなる。今後は自立支援、重度化防止に向けた取り組みの推進が図られていくこととなる。また、地域共生社会の実現に向け、障害者と高齢者が共にサービスを受けられる共生型サービス事業所の設置等、施設のあり方も検討していく必要がある。

3、 介護報酬改定について

団塊の世代が75歳以上となる2025年に向けて、国民1人1人が状態に応じた適切なサービスを受けられるよう、H30年度診療報酬・介護報酬同時改定により、質が高く効率的な医療・介護の提供体制の整備を推進していく。また、ビッグデータを活用し、科学的分析に必要なデータを新たに収集し、世界に例のないデータベースを構築していく。そのデータベースをもとに科学的に自立支援等の効果が裏付けられたサービスを国民に提示し、自立支援に向けたインセンティブを検討していく。

　医療と介護の連携に注目した論点としては、介護支援専門員と医療機関との連携や、医療介護とリハビリテーションとの連携の強化が挙げられる。

　介護報酬改定は、H29年12月に社会保障審議会の審議報告のとりまとめが行われ、H30年の1～2月に厚生労働大臣の諮問を受け具体的な審議を実施し、厚生労働大臣に対し、改定案を答申。3月上旬頃、診療報酬・介護報酬改定に係る告示・通知の発出となる。
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